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１ 課題を取り上げた背景  

 これまで事業体に発注していた原

料材の「層積検知」の簡素化の可能

性について検証してみました。 

ドローンを用いて連続的に撮影し

た画像から画像解析ソフトで３Ｄモ

デルを構築（写真１）、これを利用

するとＰＣ上で物体の「長さ・高

さ・幅」を計測することができます

（図１）。このことに着目して当署

が行う素材生産事業へ応用し、職

員による検査業務等の省略、請負

コストの削減につながるものと

考えて取り組みました。 

 

２ 取組の経過 

ドローンを自動航行させ、土場の椪を撮影、画像解析しました。３Ｄモデ

ルから椪の高さと地盤の高さを読み取り、その差分を「椪高」として椪の数

値を算出、事業体が計測した数値（以下、実測値）と３Ｄモデルから得られ

た数値（以下、計測値）を比較検証しました。検証した原料椪は針葉樹原料

材が８椪、広葉樹原料材が９椪となっています。さらに、従来の業務量等の

比較を行い検証結果についても提案します。 

また、マニュアルと操作説明の動画を作成し、誰でも簡便に取り組めるよ

うにしました。 

３ 実行結果 

 針葉樹原料材については、計測値が実測値の±３％以内に収まりました。

（図２）広葉樹原料材については、節や曲がりなどに影響され最大で±６％ 

の差異はありましたが、針葉樹原料材とほぼ同様の結果が得られました。 

（図３） 

また、業務量の比較については、事業体に発注していた作業が不要とな

り、当署で行う作業も簡素化され業務改善が期待できます。 

 

 

 

４ 考察  

 今回の検証で実測値とほぼ同様の数値を得ることができました。このこと

から今回行った検証（積雪前）におけるドローンを活用した計測について

は、データ数が限定されていたものの実用可能であると考えています。これ

により、検査業務全般の簡素化と、請負コストの削減が期待されます。 

一方で画像解析の処理に時間を要することが課題として明らかになりまし

た。精度への影響を加味しながら、撮影範囲や写真の重複度合い、枚数、高

度を下げての撮影など、最も効率的な設定を探り、検証したいと考えていま

す。 

（写真１：構築された３Ｄモデル） 

（図２：針葉樹椪の実測値と計測値の比較） （図３：広葉樹椪の実測値と計測値の比較） 

※ ％は計測値／実測値 

  で得られた数値 

（図１：３Ｄモデルの解析で得られた椪の縦断図） 


